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 2025 年 7 月 30 日 

各 位 

社 名 日 本 ア ジ ア 投 資 株 式 会 社 

代表者 の役 職名 
代表取締役社長執行役員 CEO 兼 CIO 

丸 山  俊 

（ コ ー ド 番 号  ８ ５ １ ８  東 証 ス タ ン ダ ー ド 市 場 ） 

問 い 合 せ 先 
取 締 役 常 務 執 行 役 員 C F O 

岸 本  謙 司 

T E L 0 3 （ 3 2 2 1 ） ８ ５ １ ８ 
 

 

JAIC-DLEアニメIPファンドへの 

当社投資先企業ディー・エル・イーからの出資受け入れ及び 

今後の増額方針の決定、並びに特定子会社の異動に関するお知らせ 

 

当社は、本日の投資委員会において、当社が運営する「JAIC-DLEアニメIPファンド投資事業有限

責任組合」（以下「JAIC-DLEファンド」）が、当社の投資先企業である株式会社ディー・エル・イー（本

社：東京都千代田区、代表取締役社長CEO・CCO：小野 亮、東京証券取引所スタンダード市場上場

（証券コード：3686）、以下「ＤＬＥ」）からの出資を受け入れ、当社出資額と合わせてファンド総額を約

2億円まで増額すること、及び、今後最大10億円を目標として増額する方針を決定いたしましたので

お知らせいたします。 

JAIC-DLEファンドは、DLEと当社からファンドへ出資払込が実行された後は、ファンド総額が当

社の資本金の10％を超えるため、当社の特定子会社となります。また、JAIC-DLEファンドは、今後

の増額による出資者やその出資比率の変動によって、当社の子会社ではなくなる可能性がありますの

で併せてお知らせいたします。 

 

 

1. ファンドの増額と子会社の異動の背景 

当社は、2025 年 7 月 9 日付の当社公表資料「当社投資先の株式会社ディー・エル・イーとの

業務提携に関するお知らせ」のとおり、DLE との間で日本の文化である「アニメ」を海外へ届ける

ことを主眼とした業務提携を行っており、提携内容の一つに、IP（知的財産）取得のための両社の

協働によるファンドの組成・運営があります。JAIC-DLE ファンドは、DLE との業務提携の成果

となるファンドです。当社が運営者となり、DLE の IP に対する知見を活用しながら、主に、日本

国内のアニメ IP やアニメ IP を利用したコンテンツに投資をします。2025 年 7 月にファンドを

設立し、これまで運営開始の準備を進めていました。 

今般、当社は、DLEからファンドへの出資受入により、当社の出資額を含めたファンド総額を約

2 億円まで増額することを決定いたしました。さらに、今後は最大 10 億円を目標としてファンド

総額を増額する方針です。 JAIC-DLE ファンドは、ファンドへの出資払込が実行された後は、フ

ァンド総額が当社の資本金の 10％を超えるため、当社の特定子会社となります。また、JAIC-

DLE ファンドは、今後の増額による出資者やその出資比率の変動によって、ファンド総額の過半
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を占める出資者が発生する場合等には、当社の子会社ではなくなる可能性があります。 

 

2. JAIC-DLE ファンドについて 

ファンド名称 JAIC-DLE アニメ IP ファンド投資事業有限責任組合 

所在地 東京都千代田区三丁目２番４号 

無限責任組合員及び代表者 日本アジア投資株式会社 代表取締役 丸山 俊 

事業内容 
主に、日本国内のアニメ IP やアニメ IP を利用したコンテンツ

を対象とした投資事業 

ファンド総額 
・2.01 億円（2025 年 7 月 30 日付出資受入決定額を含む）  

・今後、最大 10 億円を目標として増額する方針 

組成日 2025 年 7 月 1 日 

主な出資者・出資比率 

株式会社ディー・エル・イー 49.8％ 

当社 49.8％ 

（2025 年 7 月 30 日付出資受入決定額を含む） 

当社との関係 

資本関係 当社出資比率 49.8％ 

人的関係 該当無し 

取引関係 当社はファンドから管理報酬を受領しています。 

最近３年間の財政状態及び

経営成績 
該当無し 

 

 

3. 異動の日程 

2025 年 7 月 30 日： 

ファンド総額の 2.01 億円への増額、及び、今後最大 10 億円を目標として増額する方針の決定 

 

2025 年 8 月（予定）：ファンド出資額の払込 

 

 

4. 今後の見通し 

本件が当面の当社業績に与える影響は軽微となる見込みですが、今後業績に与える影響が生

じた場合には、詳細が確定次第、速やかに開示いたします。 

 

以 上 


